
具体的な整備内容シート（第2稿）

【平成１５年７月７日版】

淀川本川河川名事業名

●位置図

治水－６－３

●現状の課題

破堤による被害ポテンシャルは現
在においても増大し続けており、破
堤すれば、人命が失われ、家屋等
が破壊され、ライフラインが途絶する
等、ダメージを受けることになる。

●スケジュール

●具体的な整備内容

・高規格堤防

　継続地区の江川地区を実施

　　

●事業費

・全体事業費 約１７５億円

・うち執行済 約１４２億円

・うち整備計画期間内 約　３３億円

・うち整備計画期間以降 ０円

地先大阪府 島本町市町村府　県 江川

Ｈ１５ Ｈ１７ Ｈ１９

26行目行p.38ページ５．３．１章項目説明資料（第2稿）での記載箇所

Ｈ２１ Ｈ２３

実施

Ｈ２５

淀川高規格堤防整備事業

①地区
②地区

●事業の数量・諸元等

①地区：延長６００ｍ、面積９．０ｈａ

　　（民間工場建替と一体的に整備）

盛土 ３２万ｍ３

②地区：延長５０ｍ、面積０．５ｈａ
　（区画整理事業と一体的に整備）

盛土 ２万ｍ３

・うち整備計画期間内の数量・諸元等

①地区：　盛土 １１万ｍ３

②地区：盛土 ２万ｍ３

●河川整備の方針

①高規格堤防

　まちづくりと一体になった整備の調整が図られた
箇所を実施する。また、実施にあたっては、円滑に
事業推進できるよう関係機関との連携を図る。
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具体的な整備内容シート（第2稿）

【平成１５年７月７日版】

●平面図

●横断図

　　

淀川

治水－６－３

淀川

江川②地区

江川①地区

高規格堤防予定範囲

整備済範囲

②地区

①地区
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具体的な整備内容シート（第2稿）

【平成１５年７月７日版】

●整備効果

・当地区を整備することにより、破堤による壊滅的な洪水被害（下表と下図は当地区で破堤し
た場合の被害予測）を回避する。

・高規格堤防と市街地との一体整備によって、これまで高い堤防で隔てられていた市街地と
河川に連続性を持たせ、良好な水辺空間を創出する。

・江川②地区では、土地区画整理事業により良好な住環境を創出する。

治水－６－３

破堤地点 淀川右岸３３．８ｋ
被害額 ８，０００億円

浸水面積 ５９０ha 
被災人口 １８，０００人
浸水家屋 ６，０００戸

想定氾濫被害
（昭和２８年台風１３号型の２倍降雨）

浸水想定区域図
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具体的な整備内容シート（第2稿）

【平成１５年７月７日版】

●提案理由

江川①地区

工場の建て替え計画があり、それに合わせて高規格堤防を一体的に整備する
ことについて調整が図られたので、継続して実施する。

江川②地区

土地区画整理事業と共同して高規格堤防を整備することについて調整が図ら
れたので、　継続して実施する。

●調整経緯

江川①地区

平成４年度 地権者、地元と調整を開始する。

平成５年度 高規格堤防整備と一体となった整備について地権者と合意し、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　協定を締結する。

平成６年度 事業に着手する。

　　　　　　　　　平成１５年度　事業中　　　　　　

江川②地区

平成１１年度　地権者との調整を開始する。

　　　　　　　　　平成１２年度 土地区画整理事業と高規格堤防整備事業との共同事業による
　　　　　　　　　　　　　　　　　　整備を進めることについて地権者の合意を得る。

　　　　　　　　　平成１５年度　区画整理組合設立について全地権者が同意する。事業着手予
　　　　　　　　　　　　　　　　　　定。

治水－６－３ 4/4



具体的な整備内容シート（第2稿）

【平成１５年７月７日版】

淀川本川河川名事業名

●位置図

治水－６－４

●スケジュール

●具体的な整備内容

・高規格堤防

　継続地区である牧野北地区を実施

　　

●事業費

・全体事業費　 　 約　 ９億円

・うち執行済 約 １億円

・うち整備計画期間内　　　　約 ８億円

・うち整備計画期間以降 ０円

地先大阪府 枚方市市町村府　県 牧野北町

Ｈ１５ Ｈ１７ Ｈ１９ Ｈ２１

26行目行p.38ページ５．３．１章項目説明資料（第2稿）での記載箇所

Ｈ２３ Ｈ２５

実施

淀川高規格堤防整備事業

●現状の課題

破堤による被害ポテンシャルは現
在においても増大し続けており、破
堤すれば、人命が失われ、家屋等
が破壊され、ライフラインが途絶する
等、ダメージを受けることになる。

●事業の数量・諸元等

（小学校跡地整備と一体となった整備）

延長 ２５０ｍ、面積２．４ｈａ

盛土 ８万ｍ３

・うち整備計画期間内の数量・諸元等
盛土 ８万ｍ３

　

●河川整備の方針

①高規格堤防

　まちづくりと一体になった整備の調整が図られた
箇所を実施する。また、実施にあたっては、円滑に
事業推進できるよう関係機関との連携を図る。
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具体的な整備内容シート（第2稿）

【平成１５年７月７日版】

●平面図

●横断図

　　

淀川

治水－６－４

淀
川

牧野北地区

高規格堤防予定範囲

整備済範囲
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具体的な整備内容シート（第2稿）

【平成１５年７月７日版】

●整備効果

・当地区を整備することにより、破堤による壊滅的な洪水被害（下表と下図は当地区の上流１
００ｍの地点で破堤した場合の被害予測）を回避する。

・高規格堤防と市街地との一体整備によって、これまで高い堤防で隔てられていた市街地と
河川に連続性を持たせ、良好な水辺空間を創出する。

・廃校跡地を整備することにより、良好な都市環境を創出する。

治水－６－４

浸水被害図

破堤地点 淀川左岸３１．２ｋ
被害額 ２，６００億円

浸水面積 １２０ha 
被災人口 ９，０００人
浸水家屋 ３，０００戸

想定氾濫被害
（昭和２８年台風１３号型の２倍降雨）
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具体的な整備内容シート（第2稿）

【平成１５年７月７日版】

●提案理由

廃校となった北牧野小学校跡地利用と高規格堤防を一体的に整備することについて、調整
が図られたので、継続して実施する。

●調整経緯

平成１１年度 枚方市と調整を開始する。

平成１２年度 北牧野小学校が廃校となる。地域住民協議会と跡地利用およ　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　び高規格堤防整備について調整を開始する。

平成１３年度 住民協議会から早期着工の要望を受ける。

平成１４年度 住民協議会、枚方市と整備について合意を得る。事業に着手す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。

　　　　　　　　　平成１５年度　事業中。

治水－６－４ 4/4




